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すると、主の聖所の入 り口で、廊 と祭壇の

間に、二十五人ほどの人がいて、主の聖所を

背にし、顔を東に向けていた。彼 らは東に向

かつて太陽を拝んでいるではないか。」

(エゼキエル書 8章 16節 )

この出来事は、預言者エゼキエルが見たも

ので、紀元前 592年に起こつたことが確認 さ

れています。当時、ユダの王は攻め寄せてき

たバ ビロニアによって捕 らえられていま した

が、まだ国は亡びてはいず、エルサ レムの都

も神殿 も残つているとい う状況であ りました。

主なる神の御手が預言者エゼキエル を、彼

がよく知っているエルサ レムの神殿に連れて

来ま した。エゼキエルがまず北に面する内側

の門の入 り口を見る歌 激怒を招 く̀像があ りま

した。今の時代に例えてみると、キ リス ト教

会の庭にあや しげな偶像神が置かれているよ

うなものです。
エゼキエルが次に、神に命 じられるまま壁

に穴をあけ、入 り口から入つていくと、周 り

の壁一面に、隣国エジプ トの神々が彫 り込ま

れてあるのが見えました。そこにはイスラエ

ルの長老たち 70人ほどが立っていて、「主は

我々を御覧にならない。主はこの地を捨てら

れた」と言つていました。国が亡びにひんじ

ていた時代、彼 ら1まそれがイスラエルの民の

不信仰に対する神の怒 りであることを見よう

とせず、逆に神に責任を転嫁 していたのです。

彼 らは正 しい信仰に立ち返つて国を救お うと

はせず、南の大国エジプ トに頼つて国を守ろ

うとしていました。神殿は主なる神を礼拝す

るために建設 されたもので したか ら、その時

もやはり主なる神 を礼拝 していたと,い うこと

ではかわ りあ りません。 しか しながら、壁の

内側ではエジプ トの神々が礼拝 されていたの

です。
エゼキエルはさらに(神殿の北に面 した門

の入 り口に連れていかれました。そこでは女

たちがタンムズとい う植物の神のために泣き

ながら座っていました。
エゼキエルは最後に、神殿の中庭に連れて

行かれました。す ると聖所の入 り口で、廊 と

祭壇の間に 25人ほどの人がいて、主の聖所を

背にして、太陽を拝んでいるのです。そこに

いた人たちはみな祭司であつたと考えられま

す。主なる神のいちばん近 くで仕えている人

たちが、神に背いてしまったのです。

人間たちの背信に怒つた神は、ついにエル

サ レムの都を滅ぼす ことを決意 されました。

神殿 をけが した人がまず殺 され、次 に都 の

人々が打たれることにな ります。

しか し、神のみこころはそれがすべてでは

あ りません。神はその恐るべき審判の中です

ら、憐れみの心を秘めてお られます。神は御

使いの一人に命令 されます。「都の中、エルサ

レムの中を巡 り、その中で行われているあら

ゆる忌まわしいことのゆえに、嘆き悲 しんで

いる者の額に印をつけよ」 (9章 4節 )。 神は

この流血 と不正に満ちた都エルサ レムを滅ぼ

されますが、それでもこの町に満ちている罪

を嘆き悲 しむ者の額に救いの印をつけよと言

われます。その者たちだけは、神の恐るべき

審きから免れることが出来たのです。
マルティン・ルターを初め、むか し宗教改

革を実行 した人たちは、いわば神殿の壁に穴

をあけてその中で行われている現実を見た人

ではないで しょうか。…ルターが宗教改革の

のろしを上げたのは、免罪符に反対 したため

でした。カ トリック教会は免罪符を販売 して、

人が死んでか ら受ける、罪に対する罰をお金

でもつて解決 しようとしたのですが、ルター

は神のいます ところ、キリス トの体である教

会で恐ろしいことが行われていることを見て、

耐えることが出来なかったのです。それを告

発することが自分の身にどれほどの不利益を

及ぼすかとい うことをわかつていま したが、

それでもキ リス トが自分 と共にお られること

を信 じて立ち上がったのです。
エゼキエルが見たことをルターは見ました。

私たちもみな、キ リス トを信 じ、教会につな

がる者 として、教会を堕落から守 り、改革 し

続けることに責任を持つています。

(2020年 10月 25日 のネL拝説教より)
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